
日本社会福祉士養成校協会・日本精神保健福祉士養成校協会 主催  

平成 28年度社会福祉士・精神保健福祉士受験対策web講座 

【アンケート結果】 
 

平成 29 年 1 月～3 月に実施した標記アンケートにつきまして、ご協力いただきました皆様、誠にありがとうござい

ました。その結果を抜粋してご紹介します。 

 

■ アンケート概要 

 回答者：受験対策web講座受講者（web講座テキスト購入者を中心に広報） 

 回答数：243件（昨年度 232件） 

 方法：インターネット ※受験対策web講座特設サイトにアンケートフォーム設置 

 実施期間：平成 29年 1月 16日（月）～3月 14日（月） 

 

■ 結果 

１．回答者の属性について 

   ・  回答者は、「東京都」「神奈川県」「大阪府」の順に多かった。 

・ 年齢は、「40代以上」が 67％で約 2/3を占めている。昨年度に比べ、20代の割合が微増し、30代

以上の割合が微減しているが、全体の傾向に変化はない。 

・ 所属先は、在校生は四年制大学と養成施設の割合はほぼ同等であった。昨年度と比べると、既卒生

（社会福祉施設・機関）の割合が微増している。 

・ 目指している資格は、「社会福祉士」が約 6 割、「精神保健福祉士」が 3 割、「両方受験」が約 1 割

であった。 

・ 受験年度は、「平成 29年」が 95％であった。 

 

 都道府県 回答数 

1 東京都 42 

2 神奈川県 21 

3 大阪府 15 

4 北海道 13 

5 愛知県 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．web講座を知った方法について（複数回答） 

   ・  「模擬試験関係のチラシ」、「先生や友人等」からの口コミで知った方がそれぞれ 3割程度であった。 

   ・ 昨年度と比較すると、模擬試験受験の手引きや受験票・成績表に同封したチラシを見て知った方が増え

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．web講座テキストの購入の有無について（複数回答） 

   ・ 約 6割が社会福祉士編を、約 3割が精神保健福祉士編を購入していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３－１．web講座テキストの感想とその理由について 

・ 9 割以上の方が、「大変・まあ良かった」としていたが、昨年度に比べ、「大変良かった」の割合が減少し

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

３－２．自由回答（抜粋）※別添資料参照 

 

・ 「大変良かった」と回答した方の理由 

  

    

 

 

 

 

・「まあ良かった」と回答した方の理由 

 

 

 

 

 

 

 ・ 「あまり良くなかった」「良くなかった」と回答した方の理由 

 

 

 

  

・内容がコンパクトにまとめられていた ・法改正や変更点を確認できた 

・専門と共通科目が 1冊になっていたことが良か

った 

・重要な部分がまとめてあり、効率的に学習でき

た 

・直前の学習、ポイントの整理に役立った ・科目の概要をつかむのに活用できた 

・要点が簡潔にまとめられていた ・予想問題を指摘してほしい 

・カラー刷りだとよりわかりやすい ・最新の統計を調べる手間が省けた 

・資料のわかりやすさにバラツキがみられた ・受験対策上の留意点等がわかりやすく講座の

中で示されていた 

・参考書としては使いにくかった ・共通科目と専門科目を分けてほしい 

・誤字、脱字が多かった ・音声のノイズが気になった 



４－１．web講座講義映像を視聴した感想とその理由について 

・ 9 割の方が、「大変・まあ良かった」としていたが、昨年度に比べ、「大変良かった」の割合が減少していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－２．自由回答（抜粋）※別添資料参照 

 

・ 「大変良かった」と回答した方の理由 

  

    

 

 

 

 

・ 「まあ良かった」と回答した方の理由 

 

 

 

  

 

 

・ 「あまり良くなかった」「良くなかった」と回答した方の理由 

 

 

 

  

・理解しやすい表現で解説してくれた ・何度も視聴でき、効率よく取り組めた 

・講師の熱意が伝わり、聞いていてやる気が出

た 

・ 新しい制度や情報も盛り込まれていて参考に

なった 

・事例を用いて説明してくれたから ・出題されやすいところを的確に教えてくれた 

・補足説明を入れてくれたり抑揚をつけて話した

りしてくれる講義が聞きやすく、記憶にも残った 

・通信制で講義を受ける機会が少なかったた

め、理解が進んだ  

・自分の都合で学習ができた ・試験に向けたポイントをもっと入れて欲しい内

容もあった 

・講義時間が短かった ・国試対策に関係のある話だけにしてほしい 



５．web講座講義映像視聴に用いた媒体について 

・ 約６割が、「パソコン」を、約３割が「スマートフォン」を使用して視聴していた。昨年度に比べ、「パソコン」

の割合が減り、「スマートフォン」の割合が増加していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．web講座講義映像を視聴し始めた時期 

・ web 講座テキスト発送を開始した１０月から見始める人が、約４割であった。昨年度は１１月以降に

見始めた人が約６割であったが、本年度は５割と減少し、受験勉強の開始時期が早まっている傾向にあ

ることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



７．web講座講義映像とテキストの活用方法（自由回答・抜粋）※別添資料参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．各科目を視聴した感想について 

科目ごとに「大変良かった」「まあ良かった」「あまり良くなかった」「全くよくなかった」の選択肢を設定した。 

 

①共通科目（上位 6科目） 

 ・いずれの科目も満足度は高かったが、その中でも特に高かった科目は下記の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・テキストに書き込みを行い、試験勉強のメインテキストとして活用した 

・テキストを科目ごとに解体して、１科目ずつ持ち歩いていた 

・音声で毎日 1〜3科目何回も聞いて、テキストを覚えるようにしていた 

・試験会場にはテキストに自分なりに追加資料を少しくっつけてそれだけを持って行った 

・大学で授業の空きコマで映像を見た。テキストは通学中にも見て学習をした 

・通勤中や家事をしながら講義を聞き流していた 



②社会福祉士専門科目（上位４科目） 

 ・いずれの科目も満足度は高かったが、その中でも特に高かった科目は下記の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③精神保健福祉士専門科目（上位３科目） 

 ※「精神疾患とその治療」は、調査項目設定時のミスにより集計できなかった。 

 ・いずれの科目も満足度は高かったが、その中でも特に高かった科目は下記の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



９．両協会に対するご意見やご要望について（自由回答・抜粋）※別添資料参照 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通信教育での孤独な学習者には、大いに理解を助けられた 

・テキスト代だけでこれだけの講義はリーズナブルで有難かったし、内容も良かった 

・音声のみの試聴も出来る様になってから非常に使い勝手が良くなったと思う 

・受講する側としては、当たろうが当たらなかろうが先生の言う言葉がお守りになるので、ある程度

予想したポイント講座となっても良いのでは？と思った 

・無料配信は、経済的にも時間的にも大変助かりました 

・学校の勉強で賄えない部分など参考になった 


